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教育課題 研究主題

一人一人が個性 を生か し、自らの生 き方 を主体 的に考え る生徒 の育成

1主 題設定の理由

国際化や情報化 の進展 、科学技術 の発展、高齢化 ・少子 化の進行、受験 競争の過熱化 や社 会

全般 が物質的 に豊か にな るなど、子供 たちを取 り巻 く環境が大 き く変化 しつつ ある。 この よ う

ななかで、子供 たちは、人間関係 の希薄化 や生活体験 の不足 による様 々な問題 を抱 えてい る。

例 えば 、非行問題 やい じあ、登校拒否 な どの学校不適応生徒 の増加 を は じあ、何事 に も無 気

力で興味 ・関心 を示 さず、 自己の行為 に対 し責任 を とろ うと しない とい った無気力 、無 関心、

無責任 などの傾 向が一般化 して きてい る。

また、 自主 的、 自発 的に行動 す ることがで きず、親 や教師 の指示を待 った り依存 す る子 供 も

増加 して きてい る。発達段 階によ って程度 の差 があ るとはいえ、子供 たちが自 らの行動 を主 体

的 に考 え、判断 、決定 し、責任 を もって実 行 してい くことがで きな くな って きて いる。 また、

地域 ・社 会 において、その意 欲、態度、能 力を培 う場 や機会 も少 な くな って きて いる現状 が あ

る。

そ こで、 これか らの学校教育 にお いて は、様 々な変化 が予想 され る社会 に生 きる子供たちが、

自分 の課題を見つ け、 自 ら考え、主体的 に判 断 し、表現 して、よ りよ く解決 す ることが で きる

資質 や能力 の育成を重視す る必要があ る。その ような教育 を実現 す るために は、子 供 たちの学

習意 欲を育て、 自 ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力な どを基本 とす る学 力観 に立 って 教育

を進 める ことが大切 である。

この よ うな新 しい学力観 に立 っ教育 は、 これまでの知識や技能を一 方的 に教え込 む ことに偏

りが ちであ った教育 か ら、子供 が 自ら考 え主体的 に判断 し行動で きる力の育成 を重視す る教育

へ と、学校教育 の基調 を変 えよ うとす るものである。 それ はまた、子供一人一 人のよ さや可 能

性を生か し高 め る教育 を 目指 す ものであ る。

そのために は、中学校 段階の時期 か ら、心身 の調和 の とれた発達 を図 り、現在 及 び将来 の生

活 で直面 す る諸問題 に対 して、積極的 に取 り組み、 自己の能力 を十分 に発揮 して解決 して い く

能力 や態度を育成 して い くことが重要で ある。

学校 の教育活動 を通 して、 自 ら学ぶ意欲 と社会の変化 に主体 的に対応 で きる能力 の育成 を 図

るとと もに、基礎的 ・基本的 な内容 の指導を徹底 し、個性 を生 かす教育 の充実 に努 めなけれ ば

な らな い。

以上 のよ うな背景 や状況 を踏 まえ、「一人一人が個性 を生 か し、 自 らの生 き方 を主 体 的 に考

え る生徒 の育成」 とい う本主題 を設定 した。

教育課題部 会で は、進路 指導分科会 と生活指導分科会 とに分かれ、 それ ぞれの視点 か ら個性

を生か した主体 的な生徒 を育成 す ることに主眼をお き、実践研究 に取 り組 んだ。

進路指導分科 会で は、啓 発的体験学 習を通 じて、また、生活指導部会 では、各教科 ・特別 活

動 を通 じて、それぞれ具体的 な実践を通 して研究 に取 り組 んだ。
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II進 路指導分科会の研究

進路指導分科会副主題

自 らの生 き方 を主体 的に考 え、自己を生か す能力 を高め る進路指導

1副 主題設定 の理 由

中学校 の進路指導 で は、社 会の変化 に対応 し、 自己の在 り方 や生 き方 を考 え、新 た な可能 性

を探索 しなが ら自己実現 を図 るための基礎 的な能力 や態度 を育成 してい く 「生 き方 」 の教育 が

課題 とされて いる。各学校 にお いて は、進 路指導 の主 旨を踏 まえ、様 々な活動 が展 開 されて い

るが、まだ多 くの課題が ある。

現在 、多 くの中学校が進路指導 の一貫 と して、「職業調 べ」「職場 訪 問 ・体験 」 「上級 学 校訪

問」 な どの 「啓発的体験学習Jを 実施 して いる。 そのね らいは、生徒 が、 これ らの学習活 動 を

通 して 自分の人生 にっ いて主体的 に考え よ うとす る意 欲や態度を もっよ うにす ることにあ る。

この ことは、 自分 の人生 につ いて生涯 にわ たって続 け られて い くものであ るが、多感 な中学生

時 代 にお いて は、 こうした学習 が自分 の人生 につ いて考え る契機 にもな ると考え られ る。

啓発的体験学習 で は、教 え込 まれ る知識 ・理 解 だ けで はな く、 自 らが主体 的 に学 ん で得 た

「生 きて はた らく力」養 うことがで きる。

生徒 は、直接体験 を通 して、成就感 ・挫折感 ・満足感 などを味 わいなが ら、次 の課題 を解 決

しよ うとす る意欲 が湧 いて くる。

進路指導 におけ る啓発 的体験学 習の意義 は、生徒 の観念 的 ・抽象的 な自己理解 や進 路情 報 の

理解 に、具体性 や現実性 を与え ることにあ る。そ して、生徒 の 自己理解 の明確化 、学 習や職 業

情報 の収集 や検討 、進路計画の必要性 などの理解 にとどま らず、 自分 自身の具体 的な進路 の探

索 に活 用 して い くことがで きる。

こう した現状 を踏 まえ、啓発的体験学習 の工夫 ・改善が 「自 らの生 き方を主体的 に考 え る生

徒 」「自己を生 かす能力を高め る生徒」を育 て ることがで きると考 え 、上 記 の副主 題 を設 定 し

た。

2研 究 の方法

本研究 で は、「自 らの生 き方 を主体的 に考え る生徒」「自己を生かす能力 を高 め る生 徒」 を育

て ることをね らいに、啓発的体験学習の工夫 ・改善 の視点 を 「生徒一人一 人の個の体験」 を生

かす ことに当て、職場訪問、職場体験 の実践 に取 り組 んだ。

本分 科会で は、次 のよ うな点 に重点 を置 き研究を進めた。

(1)生 徒 の職業観、進路 に対す る考 え方 を 「実態調査」で把握す る。

② 生徒 の主体性 を生 かす ため、活動 は個人を中心 に して行 うよ うに工夫す る。

(3)ロ ールプ レイ ングを取 り入 れ、事前 の指導 を工夫す る。

④ 評価 カー ド、報告 カー ドを作成 し、 自己評価 ・相互評価 ができるよ うに工夫 す る。

(5)体 験学 習の前 ・後 に生 徒の意識調査 を実施 して生徒 の意識変容 の分析 ・考察 を行 う。
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3研 究の構造

生徒の実態 進路指導の問題点 社会か らの鵬l
l

・生 徒 の人 間関 係 や生

活 体 験 の希 薄化 が進

み、不登校 やい じめ、

集 団 活動 ので きな い

実 態が ある

・生 徒 の能 力 ・適性 、

興 味 ・関心 や進 路 希

望 な どに基づ い た適

切 な進路 指導 が十 分

行 われて いない

・自 ら学 ぶ意 欲 と社 会

の変 化 に主 体 的 に対

応 で き る生 徒 の育 成

を図 る

i

i 1 i
【

進路指導の充実

1
副主題 自らの生 き方 を主体的 に考 え、 自己を生 かす能力 を高 あ る指導

1
仮説 啓発的体験学習を工夫 ・改善することによって、「自らの生 き方を主体的に考える生徒

「自己を生かす能力を高める生徒」を育てることができる。

1 {
調査 3年 間を見通 した啓発

的体験 、指導計画
f i

{ } i

I実 践(醗 的体験)事前 体験学習 事 後
1 ,

i 1
1年 職業調 べ 2年 職場訪問 、職場体験

i

3年 上級学校訪剛

・生 徒一人一人 が自分

の興 味 ・関心 ある職

業 を調 べ る

。計画 の段階 か ら、生徒一人

一人 が自 ら希望す る訪問先

[を 決 めて立案・実践す る

・生徒 一人 ひと りに訪

問先 を決 定 させ取 り

組 ませ る 一t

i一 i

研究の成果l
l

↓

今後の課題
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4研 究 の内容

(1)実 態調 査の結果 と分析

本分科 会で は、啓発的体験学 習を検討 す る上 で、現在 の生徒 の実態を把握 し、今まで の啓

発的体験学 習を工夫 ・改善す ることが、 自己を見 つめ、自己を伸 ば し、 自己を高 め深 め る た

あの一助 となるので はないか と考 えた。

まず、「自己認識」「職業観」「進路」 の三つの柱で実態調 査を実施 した。 下記 に その分 析

結果 を示す。

ア 自己認識 に関す る項 目

0う 性格 は このままでよいか。 【グ ラフ1】

a「 全面的 に直 したい」b「 直 したい もの があ

る」 とい う回答 を合 わせ ると第1学 年で60%以 上

もあり、 これも学年が進むにしたが って増加 している。

(-r)総 合 して、学年 が進 むに したが って、 自己の短

所 を意識 し、 自己を改善 しよ うと考 える傾 向 が見

られ、 自主性 、創造性 が減少 し、 自己の主 張 も弱

くな る傾 向があ る。

イ 職 業観 に関す る項 目

ω 将 来の職業

学 年 が進 む に したが って 、 「具 体 的 」 ま た は

「あ こがれてい る」 ものが あ る とい う回答 が減少

し、職 業 に対す る具体像が曖昧 になって くる。

(イ)職 業選択 の基準 【グラフ2】

学年 が進 むに したが ってa

b「 高 い収入」c

やe「 あ こがれ」 は減少 して いる。

ウ 進路全般 に関す る項 目

(ア)進 路 に悩 み

【グラフ1】 自分の性格

1年

2年

3年

0%20%40%60%$0%100%

【グラフ2】 職業選択の基準

i年

2年

3年

0%20%dO%60%80%100%

團

io

「能 力 ・適 性 」 を 基準 とす る回 答数 が増 加 して い る。 また 、

「地 位 ・収 入 の安 定 」 も増 加 して い る。逆 に、d「 小 さい頃か らの夢」

学年 が進 むに したが って、「ある」 という回答が20%ず つ増加 す る。特 に この傾向 は、

女子 に顕著 に見 られ る。

(イ)高 校選択 の基準

自分 の学力 と個性 に あった学校 を基準 とす る傾 向が見 られ る。 この傾 向は学年 が進 む

に したが って増加 す る。

(ウ)役 立 っ情報

「実際 の体験談」「体験入学 」がそれぞれ30%を 占あ る。学年 が進む に したが って、文

字 によ る情報 」の割合が増加 して いる。

口 総 合 して、高学 年 ほど、多 くの情報を集 め、そのなかか ら自分 自身 で決定 した とい う

考 えが強 くなる傾向が見 られ る。 また、その情報 も、具体 的情報 を方法論 も含 あて集 め

た いと考えて いる。
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(2)3年 間 を見通 した啓発的 体験学習 *各 学年の中心的なね らい ◇工夫改善の取 り組み

学年 ね らい 啓 発的 体験 学習 の内tr・ 流 れ 7二"/.'・ 改 酵 の 視 点

し9

1年 ・自分 の特 徴 や興 味 ・関心 につ い

て 考 え る よ うにな る

・自分 の長 所 を 伸 ば し発揮 で きる 國
○ 生徒 一 人一 人の 興味 、関 心 にJ-r.つい た

個 別 の 調査 ・体験 を 支援 す る

よ うに な る ・臼分 を知 る ◇事前意識調査

・大 人 に 対 して きちん と挨 拶 した ・臼 己 理 解 に('x'1わる項 目を 中心 に し て

り、言 葉 遣 い に気 をつ け られ る '調 べてみ たい職 業調 査

よ うに な る ◇ ロー ル プ レイ ン グ

・家 の 人 と勤 労 の 尊 さや進 路 の 希 ・質 問 項 目や マ ナ ー一に つ い て ・地域 に あ る職 場 の見 学 や 仕 事 につ い て

墾 に つ い て話 せ る よ うにな る の ぐンクピズ を 想定 して

・様 々な職 業 の 内 容 を知 り、仕 事 ・職 業 調 べ ー イ ン ク ビ ュ ー一 ◇ 評価 カー ド作成

の 大 切 さが わ か る よ うに な る ・自己評 佃i、相 互 評価 を通 して 自己理解

・希 望 の職 業 につ くため に 、何 が ・レ ポ ー ト作 成 を深 め、働 く意 義 を 知 る

必 要 か 知 る こ とが で きる

・Il常 の学 替 で 臼標 を決 め 、努 力 ・発 表 会 ◇事後意識調査

す る よ うにな る ・念己理 解 、 職業 的 方 向づ け

2年 ・自分 の 能力 や 適性 につ い て考 え ○ 生 徒一 人 一 人の 興味 、1'rl心に 基づ いた

る よ うに な る 職 場 訪 問 ・体 験 個別の調査 ・体験を支援する
・自分 の 長所 を生 か した 行動 が と

れ る よ うに な る ・将来の希望職業調査 ◇事前意識調査
・社 会の マナ ー を 知 り、大 人 と適

・能 力や 適性 の 自覚、 職 業 観 を 中心 に

切 な対 応 力～で き るよ うに な る ・体 験 、訪 問 希望 職 業 の事 前研 究

・自分の 進 路 計画 を立 て 、学 校・や ◇ ロー ル プ レイ ング

家纏を通して櫓談や検討ができ ・職 場 訪閣 、体験 の 事 前準 備 ・電 話 での 応 対 、 訪嗣 ・体 験時 の マ ナー

る よ うにな る

*身 近な職業の具体的な仕事を理 ・訪 悶 先の 選 択 、決 定 、連 絡 ◇報告カー ド作成

解 で き る よ うにな る
・訪r9 、 体験 先 か らの 評fryを受 ける

*様 々な職業の内容や学ぶための ・職 場 訪問 ・体験

制度 ・機 会 を知 る こ とが で きる ◇ 評価 カー ド作 成

*自 分 の 将来 に とって 必 要な 資 料 ・職 場 訪 問 、体験 の ま とめ ・報告
・自己評 価 、相 互 評価 を通 して職 業 観 を

や情轍を集められるようになる 見 直 し、進 路 計 画 を検 討 す る

・日常 の 学習 や進 路 に 向 け て 員標 ・全 体発 表 会 ◇事後意識調査

を持 ち、努 力す る よ うに な る
・自己の 変 容 、職 業観 の深 ま り

3年 ・自分 の 生 き方 に つい て 考 え られ 0生 徒 一 人一 人の 興味 、frl心に 基づ いた

る よ うに な る 上級学校訪問 偲別の調査 ・体験を支援する

・17分 の 能 力や 適性 を生 かせ る進

路 に っい て 考 え るよ うに な る ◇事前意識調査
・社 会の マ ナ ー を身 に つけ 、場 に ・上級 学校 の紹 介 ・生 き方 、進 路の 実 現 へ 向 けて

応 じた対 応 が で きる よ うに な る
8

・進 路 相 談t}ど をai[iし て 、 具 体 的 ・」二級 学 校 の 調査 ◇ ロー ル ブ レイ ン グ

な進 鶏 計爾 を 立て る ことが で き

る よ うにな る ・進 路 選択 の 諸 条件 検 講 、訪簡 計

*様 々な職業や上級学校の特色を 画の炸成 ◇紗顛書の作成

知 る ことが で き る ◇ 報 告 カ ー一ド ・評 緬 カ ー-iぐ{竿戒

*進 路 の 決定 に とって 必要 な 資料 ・上級 学校 訪 問 ・自 己;,・i`一一616
.相 互 評 価 を 通 して 進 路 希 望

や 情 報 を集 め 、活 川 で き るよ う ・や進 路 計面 の 見iiiし を図 る

にな る ・情 報 の整 理 、 情 報 交換

*進 路 の選 択 に つい て 自分 の カ で ◇事後意識調査

決 定 で き る よ う;etaる ・進 路 と 生 き方 、主 体的 な 進 路 選択

・毯分 の 進路 希 整の 実 ξ姑に向 け て

段標 を立 て努 力す る よ うにな る
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(3)職 場訪 問 ・体験 の実践(第2学 年)

ア 目 的

0づ 生徒一 人一人が、 自 らの計画 に したが って、主体 的に職場体験 を行 うことに よ って 、 自

己理解 を深 め、個性を生かす。

(イ)職 場体験 を通 じて、体験先で接す る人 々に対 す るマ ナーや礼儀 を知 ることを通 して社 会

性 を身に付 ける。

(ウ)職 場 体験を通 じて、 自 ら情報を収集 ・活用 し、 自己の生活設計 や進路 の計 画を見直 し、

主 体的 に進路選択す る ことのできる能力 を高 める。

イ 実施計画

月 職場体験の流れ 生徒の活動 教師の支援活動

・事前 の意識調査 ・ ア ン ケ ー トの 実 施 ・進 路学 習や職場訪問へ の関心

7 ・将来 の希望職業及 び体験 ・ ア ン ケ ー ト の 実 施 を高め る援助

希 望 ア ンケ ー ト

8
・体験希望職業 の事前学 習 ・職業 の具体的 な仕事 の理

解

・調 査 方 法 の ア ドバ イ ス

・報 告 カ ー ドの配 布

・体 験 学 習 ガイ ダ ンス

・訪 問先 での質 問項 目の抽 ・訪 問先 での質 問の検討 ・質 問 カ ー ドの配 布

出

・訪 問 先 で の マ ナ ー、 連 絡 ・ ロ ー ル プ レ イ ン グ ・事前 の学習 を支援

9 の練習

・訪 問先の決定 ・訪問先 の検討 ・訪問先 を探 す援助

・訪 問先へ の連絡 ・訪問先へ の連絡 ・依頼状 の作成

・訪 問 日の決定 ・訪 問 日の 日時 、 交 通 経 路 、 ・訪 問先 までの経路、費用等 の

手段、費用の確認 確認

10 ・職 場訪問、体験学習 ・職場訪問、体験学習 ・訪問先への受 け入 れの確認

・体験学習 の報告 ・電話連絡 ・電話連 絡

・礼 状 の作 成 、発 送 ・礼 状 の練 習 、 作 成 、 発 送 ・礼状の内容、発送 の確認
11

・個人記録 のま とめ ・報 告 書 の ま とめ ・ま と あの 工 夫

・発 表 会 ・発表会 の準備

・評 価 カ ー ドの作 成 ・相互評価項 目の検討 ・評 価 カ ー ドの配 布

・評 価 カー ドの記 入

12
・自己理解 の明確化 と職 業 ・個 人記録 のま とめ ・個 人 カ ー ドの ま とあ の 工 夫

観 、勤労観 の深化 につ い

ての個人記録 の まとめ

・事後 の意識調 査 ・ ア ン ケ ー トの 実 施
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ウ 実践 にお ける具体的工夫

(ア)職 業訪問 ・体験実践上 の工夫

① 工夫 の視点

a

、D

C

」
q

生徒一人一人 の活動 を重視 し、主体的 な体験学習を進 めるよ うにす る。

生徒 の興味 、関心 や活動意欲 を高 あ るため、教師主導 にな らないよ うに配 慮す る。

訪問先か らの感想 や評価 を、生徒 の 自己理解 、職業観 の育成 に生 かせ るよ うにす る。

相互評価 の観点 や具体 的評価項 目を生徒 自身 が考 える ことによ り、活動 の評 価を主 体

的 に行 う態度 を身 に付 け、次時の活動 の工夫 ・改善 の視点 に気付 かせ る。

② 学習活動 の工 夫

a事 前 ア ンケー トを通 して、 自己理解 ・職業 への関心 ・情報収集 な どにっ いて の関 心 を

高 めた。

b保 護 者の生 き方や職業観を調べ ることを通 して、進路学 習を身近 な もの と して と らえ

るよ うに した。

cマ ナーや質問内容 、癒接 の仕方 にっ いて、個人研究 ・mル プ レイ ング ・体験 マニ ュ

アル作成(共 通す る内容 のまとめ)と い う過程で学 習の深化を図 った。

d

e

f

g

h

・玉

報 告 カー ドで記録 を とり、経過 を報告 し、教師か ら適 切な指導を受 けるよ うに した。

訪 問 した職場 か らの評価 をその後 の進路学習 に生かす よ うに した。

評価 カー ドで自己評価 と相互評価 を行 い、 自他 を多面的 に生かす よ うに した。

評価 を生 きた ものにす るため、相互評価 の項 目を生徒一人一人 が考 え るよ うに した。

依頼状 ・礼状 の書 き方 、送付 を通 して、人の接 し方を学習活動 に取 り入 れた。

体験学習 の成果 を確認 す るため、事後 ア ンケー トを行 った。

(イ)ロ ー ル プ レ イ ン グ

① 目 的 望
mル 九 イング樋 して、社会的なマ 贈

ナーとしての礼儀や言難 いを学ばせ、職 蔑

業・仕事の内容へ螺 一 高めると り転

と もに、望 ま しい職業観 の形成 を図 る。

② 事前 の指導 と準 備

a体 験 す る職 業の特色や内容、礼儀、 言

葉遣 いを調 査 した結果を まとめる。

b調 査内容に基づいて、多様な視点か ら 、

の質 問や調査内容以外 の質問 を考 え る。

c生 徒一人一人の実習場所 の一覧表 を作

成 し、生徒 を同一 もしくは同様 の業 種別

の4～5人 の グループに分 け る。

小道具(テ ー ブル ・椅子等)を 用意す る。

Q
舗噸騨 鷲{

嚥
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③ 指導案

○本 時の活動 ……体験先で の礼儀 ・言 葉づかい ・質問 の ロールプ レイ ング

生 徒 の 活 動 指 導 内 容 指導上の留意点

導

入

・進路委 員(進 行)が 、本時 の

活動 にっ いて説明す る。

・本時の活動 のね らい

内容 を理解 させ る。

・生徒主体 の活動 が、 自主 的

に展開 され るよ うに配慮 す

る。

活

動

の

展

開

・2っ の グループで事業者役 と

生 徒役 と して ロールプ レイ ン

グを行 う。

事業者役 生徒役

調査内容 ○ ● 順番 に

を発表 し ○ ● 質問す

受 け答え ○ ● る。

をす る。 ○ ●

o・

・答え られなか った質問 や、礼

儀、言葉遣 いにっいてま とめ、

基本的 なマニ ュアルを作 る。

・体 験 先 で の マ ナ ー や質

問 内容 を考 え させ る

・質 問 内容 の議 事 録

(経 過 カ ー ド)を 各 自

に配 布 し、記 録 させ な

が ら進 あ る。

・質 問 に答 え られ な か っ

た内 容 ・礼 儀 ・言 葉 遣

い につ いて 話 し合 わ せ

る。

・事前 に職業 の内容 にっいて

十分 に調査 し、業務 内容 に

深 く迫 る質問 や、調査 内容

以外 の質問、又 、礼儀 ・言

葉遣 いにっ いて も考 え させ

て お く。

・活動 中 はで きるだ け関与 し

ないが、マ ニュアルの作成

で は助言す る。

ま

と

め

・マ ニ ュア ル を確 認 す る。

・各 グル ー プ が 問題 点 や感 想 を

出 し合 う。

・体験先 での礼儀や質問

内容 をま とあさせ る。

・体験学 習への関心 ・意欲 と

相 手先への感謝の気持 ちを

もたせ る。

工 活動 の実際

げ)職 場訪 問の例

職場訪問 のよ うすを生徒 の体験談 ・感想 か ら紹介す る。

君(運 航乗務員)

自分 では、運航乗務員 の仕事 にっいて十分 に調べて きたつ もりですが、話を聞 いた り、

訓練 セ ンター内を見学 してみて、知 らない ことが多 いことに気がっ きま した。 また、色 々

な シュ ミレー ターに乗 ることがで きてたいへん貴重 な体験がで きたと思 います。今回 の体

験学習 で、今 まで以上 に将 来について真剣 に考え るよ うにな りま した。

さん(警 察官)

空港 内を警察官 の人 と一緒 にパ トロールをす ることがで きてた いへん貴 重 な経験 をす る

こ とがで きま した。質 問 は、取調室 で行 いま した。 ドラマで しか見 ることが無か ったの で

たいへ ん緊張 しま した。私 た ちが安心 して生活 できるの も、警察官の献身的 な精神 のお か

げだ とい うことを知 りま した。本 当に大切 な職業だ と思 いま した。
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rC君(仲 卸業)一

朝 の3時 に起 きて、大田市場 に4時 に行 きま した。場内 では、野菜のせ り見学 しま した。

そ して、みかんの荷物 を運 ぶ仕事 を手伝 わせ て もらいま した。色 々な人 が関 わ りを も って

1仕 事 を してい る・とがわか りま した・その後 ・魚市場 を見学 して ・翻 で質 問を受 ・ナて}

L一 の手サインを教えてもらいました・_」

「D供 齢 慰 、』やrか くれんぼ』などをして遊疋

[で 、第一 に思 。た ことは大変 な仕事だ と思 いま した。小 劃

を して遊 びま した。大変疲れ ま したが、 とて もいい経 験 が
1

で きた と思 い ます 。 機 会 が あれ ば 、 も う一 度 や って み た い1

と思 い ます 。1

二

(イ)職 場訪問先か らの コメ ン ト

職 場訪悶 の担 当者 か ら生徒 の体験学習 よ うす につ いて の

感想 ・意見 を頂 いた中か ら紹介す る。

・小2の 重 度 の児 童 に っ か せ て も らい ま した。 発

語 もな く、介護 が必 要 な部 分 が多 い児童 で 、 コ ミュ

ニ ケ ー シ 翠 ンを と るの が難 しい と思 って い ま した

が 、 大 変 積 極 的 に接 し、 た くさん話 しか けて くれ

た の で とて も良 い笑 顔 で甘 え て いま した 。

(都 立 養 護 学 校)

・将 来 、 パ イ ロ ッ トに な りた い と い う夢 を し っか

り持 た れ て お り、 真 剣 に質 問 を した り、 話 を 聞 か

れ て い る姿 に は、 大 変 感 動 しま した。

(航 空 会社 一訓 練 セ ン ター)

・朝早 い仕事(午 前4時)な ので体験学習 と して

は大変 で したが、良 か った と思 います。

(市 場 一仲卸業)

・最初 は突然 、飛 びついて くる子供 た ちに ど う対

応 して良 いのか戸惑 って いる様子 で したが、す ぐ

に子供 たちの中 に入 り、 た くさん遊 んで くれ ま し

一(保 育園)

職場か らの評価カー ド

この度、

なるご尽力を羅サリまして.雛 にありがとうございましたG

つきましては.体 験単習の鐸価をしていただけますと.今 綾の指導に生かして

いきたいと思いますので.よ ろしくお願いいたします。

一

本校生健

ii

平成7年LO月 日Il

東京移QO立OO中 学校

の職場の体験学習の実施に際し、多犬

冒平 価 項 頗 評 価
… 決まられた縛驚に紡僻できたか。

1

00Dx

2 検拶 ・曾葉遭いはきちんとしていたか。 ◎ ○ △x
3 服装はきらんとしていたか. OODx

4 話の内容は環解できたか. ●ODx
6 話を闇く態度はきちんとしていたか, 000X

6 仕事の内容を理解できてきたか. @○ △ ×
7 実琶鰺風がきちんとしていたか. OOOx

8 穣極的に実習に夢痴 していたか, @OOx

その他気がっいた,と やコメントがありましたらお書きく凱_

0

嵌評価していただきましたら、生捷に持たせてください.

Il「i

・自分 の意 見や考 えを明確 な言葉 で表

現 で きる方 です。立 派 なグ ラン ドホス

テスと してぜ ひ、活躍 して くだ さい。

(航 空会社)
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o

(ウ〉 発表会

今回の体験学習 を個人 だけの もの とせず、

学年 全体の体験 とす るために発表会 を行 った。

く職場訪問体験学習発表A

①

②

③

④

⑤

発表会の趣旨の説明

職場訪問報

質問

意見交換

まとあ

こ』'■■ ■繭 ■聯 瞥

凱

n,..,,'㌧ダ悼ね

重r'・}.・P戸

が
騒 ヂ'

5ゴ

泌 眺`　 -}_.一..g『 携 雛
}ソ く ド'・ ∈e7

,.、 琢`塵

亀戸`曇∫L

げが

ま

瀬
幽瞳

7

漁

へ/

・
・
講

璽

ゑ
、

搾
、

甜歴^"

箋 ・轡 ・

塾

オ 自己評価 ・相互評価 につ いて

く工夫〉 ・事前 、体験学 習、事後の学 習を通 して、評価 カー ドを作成 し、 自己評価 及 び相 互 評

価 をす る。

・職場 か らの評価 カー ドを参考 に して、 自己評価 を行 な う。

・相互 評価で は、生 徒 の話合 いの中か ら、評価項 目と評価 の観点 を考 え させ た もの を

取 り入れ る。

評 価 カ ー ド

2年 組 番 氏名

職場体験学習を終えて(自 己評価)

Na 項 目

1 事前学習で今回の目的、意識
など理解できていたか。

1,理 解 できていた

2.あ まりよ く理解 できて いなか った。

3.わ か らなかったので、先生 に質問 した。

z 職場体験にっいて家族とどん
な話をしたか。

3 職場体験先を決あるとき、ど
のような考えで決めたか。

4 ロールプ レイについて、 どう

で したか。

1,楽 しくでき、とて もよか った。

2.難 しか った。

3、ちがう分野でまたやってみたい。

5 交渉はどうでしたか。 1.う ま くい った。

2.難 しか った。

3.断 わ られ、職場体験先を変えた。

6 交渉時の相手の人との対応は、

ど うだ ったか。

〔1}言 葉づか いは。 1,良 く出来た。

2.も う少 し、工夫すれば良か った。

3.あ ま りよ くなか った。

12)あ いさっ は。 1,良 く出来た。

2,も う少 し、工夫すれば良か った。

3.あ まりよ くなか った。

6 実際、職場実習 を行 なって、
(llや った仕事 の内容 は。

(2)苦 労 した点 は。

⑧ 注意すべき事柄は。

{4)新 しく発見 した ことはD

Na 項 目

7 実習を終了しての気持ち。

a 体験 で学 んだ こと。

発表会や掲示物をみての感想(相 互評価)

1 印象に残 った人は誰ですか。

(ど のよ うな ところ。)

2 印象に残 うた経験は何ですかD

(ど のよ うな ところ。)

3 発表の方法でよかったものは。

(ど のよ うな ところ。)

4 実際に体験したい職場はD

s

6

7

B

9

職場体験学習全体を通しての感想

実習を終了しての 一b 4 3 2 1
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工 事 前 ・事 後 ア ンケ ー トの結 果 と分 析

0づ 自 己理 解(%)90
80【グ

ラ フ1】 「自分 自身 にっ いて 考 え た こ70

とが あ るか 」 で は、 職 場 訪 問 や 職 場 体 験 を行bO

う こ と に よ って 、 自分 につ いて 考 え よ う とす50

る意 欲 を持 つ こ と に な った生 徒 が 、 事 前 よ り40

10%増 え た 。30

【グ ラ フ2】 で、 自分 自身 にっ い て 考 え た20

10内 容 の 内訳 で は
、 自分 の能力 ・可 能性 ・適性 ・

0
性 格 に つ い て 、関 心 を持 ち 、 自己理 解 の 深 化

が見 られ た。

a自 分 の能 力 につ い て何 が不 足 か考 え る よ

うに な った。

b新 た な 自分 を た くさん 発 見 した。

c自 分 の適 性 につ いて 考 え るよ うに な った。

C
d自 分 の 性 格 につ いて 考 え るよ うに な った。zo%

←f>職 業 へ の 関 心

【グ ラ フ3】 事 前 ア ンケ ー トで は、 「身 近

な職 業 で も関 心 が な い 」 と回 答 した 生 徒 が全

体 の6割(sa%)越 え て いた が 、事 後 で は 、

「aも う一 度 別 の 所 に行 って み た い」 「b進 路

に関 す る情 報 にっ い て調 べ た い 」 が8割 を越

え 、 生 徒 の関 心 を高 め た 。

(ウ)自 己実 現 へ の努 力

【グ ラ フ4】 事 前 ア ンケ ー トで は 、 「普 段

の勉 強 で 自分 自身 の 目標 を 決 めて 努 力 して い

な い」 と回 答 す る生 徒 が5割(55%)を 越 え

て い た が 、 事 後 ア ンケ ー トで は 、 「a人 生 の

目標 を 決 め て そ れ に 向 か って 努 力 す る」 「b

と りあ え ず 自分 の 得 意 な こ とを発 見 す る こ と

に努 力 す る」 「c勉 強 を が ん ば る」 「d社 会 にd

役 立 っ 人 に な れ る よ うに 努 力 す る」 「e進 路

情 報 を 積 極 的 に収 集 す る」 な ど に取 り組 む 積

極 性 を 示 した 。c

11%{自己理 解 」「職 業 へ の関 心 」 「自己実現 へ」

の努 力 な ど は、 この 体 験 学 習 を通 して だ け の

変 容 を 考 え るの は短 絡 的 で は あ るが 、 そ の 大

きな き っか け に な った と考 え られ る。

【グ ラ フ1】 自己 へ の関 心(事 前 。事 後)

】2フラグ【

%
-G
7

塵劉

ある ない

自己理解 の内容(事 後)

%

、P
22

%
a
14

【グラフ3】 啓 発的体験 後の職業へ の関心

40%

c

17%

【グ ラフ4】 自己実現へ の努力(事 後)

%
e
O1

%
LP
rO2

%
a
34

a
37%
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5.研 究の まとめ と今後の課題

(1)研 究の成果

ア 事前 ・事後指導 の工夫 ・改善 は、 自己を生かす能力 を高め る契機 とな る。

体験学習 の実施 に当た り、 ロールプ レイ ングによる事前指導 を導 入 した ことは、職場 訪

問 によ り一層 の現実性 を与 え、一人一人 が自分の能 力 と進路 にっいて具体 的な指針 を もっ

たあの有効 な契機 とな った。また、事後指導 と して学級だ けでな く学年 全体 の発表 会 を工

夫 した ことが、互 いのよ さを知 り、開か れた進路情 報 に目を向け るよ い機 会 とな った。

生徒 は 「大 人扱 い されて うれ しか った」 とか 「こん なに大変だ とは思わ なか った」 とい

う感想 を もっ ことがで き、自己理解 を深 めた り職業観を見直す ことがで きたといえ る。

イ ー人一 人によ る職場訪 問 は、 自らの生 き方 を主体的 に考 える生徒の育成 にっ なが る。

各学年 で実施 した体験学 習 は、生徒一 人一人 がその興味 ・関心 に基づ き、個 人で取 り組

んだ ものであ る。事前の電 話での対応 か ら、現地 での見学 ・体験 、事後 の評価 ま でを一 人

で行 うことによ り、 自己を見っ め、個性 、能力を生 かす貴重 な体験 とな った。

身近 な地 域だ けでな く、遠方 の職場を訪問 した生徒 や 「今まで以上 に将来 にっ いて真 剣

に考え るよ うにな りま した」 とい う生徒の言葉か らも、「大人」 と しての 自分 を 発見 し、

緊張 と不安 の中 で 「社会」 を感 じ取 ったよ うすが うかがえ る。一 人一人 による啓 発的 体験

が、生 き方 を主体 的に考 え、自分 の力 で進路 を切 り拓 く生徒 の育成 に生か され た。

ウ 評価 の工夫 は、事後 の進路学 習に生 かす ことができる。

質 問項 目の作成 や電話 の応対 マナー、見学 ・体験時 の注意、事後の まとめ等 におけ る評

価 の工夫 は、生 徒の個性 を生 か した主体 的な生徒 の活動 を支援す る上 で役立 った。

グループでの話合 い ・発表を経 て、一 人一人 が体験 し、ま とめをす る過程 で、評価 カー

ドや報告 カー ドを活用す ることが 自分の行動 を点検 し、すす んで体験学習 に取 り組 む き っ

かけ とな った。 また(訪 問先の担当者)か らの評価 を受 け られた ことが、生徒 に とって は

大 きな 自信 とな り、 日常 の学習を意欲的 にす ることがで きると考 え られ る。

工 事 前、事後 の意識調査 によ り、生徒 の意識 の変容 が明確 にす ることがで きる。

啓 発的体験学習 の計画 、実施、評価 とい う一連の活動 を通 して、生徒 の進路 に対す る意

識 は変容 したといえ る。事前 の意識調査で は、 自己理解 の曖昧 さや未熟 な職 業観、 進路 情

報 の渇望等が指摘 されたが、事後 の調査 にお いて は、 自己の よさを認 め、生 か し自分 の進

路 にっ いて幅広 く考 えよ うとす る意識 が高 まったことがわか った。

(2)今 後 の課題

ア 啓発的体験学習 で学 んだ ことを他 の教育活動 や3年 生での進路選択 にどのよ うに生 かす

か にっいて、教育課程全体 と関 わ らせて研究す る。

イ ー人一 人の体験 を さらに充実 させ るたあに、個 に応 じた指導、方法 の工夫 ・改善 に努 あ

る。

ウ 学校週5日 制 に伴 う土曜 日の有 効な活 用を図 り、体験学習 にっ いての地域 ・社 会 との連

携 、協 力体制 を推 進す る。

エ3年 間を見通 した進路指導計画の もと、教職 員の共通理解 を図 ると と もに、 「生 き方 」

を考 え る進路指導の充実 を図 る。
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皿 生活指導分科会の研究

一 一一
生活指導分科会 副主 題 一一 一

一 人一 人が 個性を発揮 し、社会 に適応 できる生徒 の育成

一 　 一「

[
i

1.副 主題設定 の理 由

現在わが国 では、経済 の急速 な発展 と科学技術 の進歩 、マ スメデ ィアの家庭 への浸透 に よ り

生活 は非常 に便利 にな り、人 々はあ らゆ る願望 や欲求 を簡単 に満 たす ことがで きるよ うに な っ

た。 しか し、 この よ うな物質 的 な豊 か さの反面、本来 の人間性 が後退 して きて いるとい う指摘

が あ る。例 えば、人々 はボタ ンを押すだ けで画面 が消 えた り再生 で きた りす ることに慣 れ き っ

て しまい、人生 にふ さわ しい思 い入れや情 熱や感動 をな くして きてい る。その ため、 自分 か ら

何か を求 めて試 行錯誤 を くり返 した り、 目標 に向か ってステ ップを一 っ一 っ踏 み なが ら乗 り越

えて い くとい う体験 をす ることもな くレールの上 を単 に走 っている とい う生 き方 になって い る

の であ る。また、核 家族 の増加 、少子化傾 向、労働条件 の多様化 によ り家族 の会話 も不足 が ち

とな り、友人 との交 流や地域 とのっなが りも表面的 な もの も多 く、互 いに傷 っ くことを恐 れ た

り、面倒 な ことに はかかわ らな くな った り して きてい る。

本研究 では、 このよ うな時代の なかで育 って きた生徒 たちが、「主体 的 に課 題 を と らえ た生

活 の経験 の乏 しさか らくる様 々な`:と 「人間関係 の希薄 さか ら見 られ る様 々な問題」 を抱

え て いるととらえ た。そ こで、生徒が主体 的 に考 え、社 会に適応 し、自分 という個性 を発 揮 し

なが ら生 きて い くことを願 い、本副主題 を設定 した。

2.研 究 の方 法

仮 説

各教科 ・特 別活動の指導 において、生 徒一 人一人 が興味 。関心 を生 か し、互 いに認 め合

う工夫 をす ることによ り、個性を発揮 し、社会に適応 で きる生徒 が育 っであ ろ う。

一
〈具体 的な研究 方法〉

① 生徒の実態調査

② 授業 の工夫 ア。課題解決的 な学習を重視 した指導 の工 夫

イ.発 表活動 を通 した生徒相互の評価の工 夫

く仮説 に基 づいた授業 の展開〉

仮説に基づいた授業を展開す るに当たっては、次のような視点をとらえ、実践することとした。

(11生 徒 が主体的 に課題 に取 り組 む とい う経験 が少 ないことか ら、 自 ら課題を選択 し、 目標 に

向か って取 り組 む工夫 をす ること。

② 自己決定 をす る場面 をで きるだけ多 く設 け、主体的 に課題解決を図 ろ うとす る気持 ちを育

て る工夫をす る こと。

(3>自 分の長所を確認 し、のばす工夫をす るとともに、とくに、他の人のよさを発見 しようとする態度 ・

能力を養い、豊かな人間関係を築 こうとす る意欲を育てるために、発表の場を工夫すること。

一14一



3研 究の構想

副主題 一人一人が個性を発揮 し
、社 会に適応 で きる生徒 の育成

目指す生徒像 ○ 自分 を正 しく理解 し、他人のよ さを認め ることので きる生徒

○主体的 に考 え、 自分 らしさを発揮で きる生徒

生徒に見受 けられ る課題

① 主体的に課題を とらえ た生活 の経験
の乏 しさか らくる様 々な問題。

② 人間関係 の希薄 さか ら見 られ る様 々
な問題。

ア ンケー ト調 査か ら見た生徒の実態

① 自ら課題を求め解決 して い く力 が 欠
如 してい る。

② 友人関係が表面的で親密 な関 係 が作
られて いない。

u

ア.課 題解決的な学習活動を重視した指導の工夫 イ.発 表活動 を通 した生徒相互 の評価 の工夫

事前に学級全体に周知させること
①生徒の設定した学習の目標
②生徒の発表形態・方法の工夫生 徒 教 師

「1

発 表 の 場 の 設 定
グル ープ分 け 、!

、!
基礎基本の学習の
徹底!

!
!

ノ
!

(

＼
＼
＼
、
、

、
＼

興味 関心 を生 か せ
る役割分担 ・目標 ・

課題設 定

学習資料の提示

◎ 発表形態の工夫

◎ 方法の工夫

◎ 聞 い てい る生 徒
のメモ

◎ 用紙 の工夫

診
＼、断/

/的評

価

形
!〆

成/

、 的 、ノ
1、

/評 ・、

価'・ 、

＼
、

＼
＼
＼

ノ
!

〆!

ノ
ノ

、
＼ 、

＼、

、

1

ノ
!

ノ

ρ

OHP・ 写 真

・模 造 紙 ・ビデ オ

色紙 ・ラ ジカ セ等
L

〔評価項 目をあ げる〕

課題解決的学習 目標達成のための
見通しと助言

発 表

!

、
、

、
、

1/

1

!
'

1
1

ノ

/
1

ノ

、＼

＼
、 、

、

学習活動における
成就感の醸成

!

'

1

(
、

、
、

、

、
、

、
、

、

!!

!

A
、 口 〆
)的(

評

価

よ さを互 いに評価 しあ う.!

iカ ー ・によ る総括

/' 次時に生かす総括
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4.研 究 の 内 容

(1)ア ンケ ー ト調 査 か ら見 た生 徒 の実 態

ア ア ンケ ー ト調 査 のね らい

本 調 査 で は、 「一 人 一 人 の生 徒 が 、他 者 と どの よ うにか か わ り生活 して い る のか 」 「自 己

の個 性 ・適 性 を 知 り、 目標 を もって 自発 的 に生 活 して い るの か」 な ど の把 握 を ね ら い と し

て実 施 した 。

イ ア ンケ ー ト調 査 の 概 要

A.『 学 校 が 終 わ って か ら

学 校 の友 達 と遊 ぶ こ とが

あ り ま す か 』 で は 、 「よ

くあ る」 「時 々 あ る 」 と

答 え た生 徒 が7割 以上 で、

放 課 後 の遊 びを通 し、 友

達 とよ く交 流 して い る。

B.『 休 み の 日 に 友 達 と で

か け る ことがあ ります か」

で は 、上 記Aと ほ ぼ 同 じ

結 果 が得 られ 、 休 日 も戸

外 で遊 ぶ機 会 は多 い 。

C.『 考 え 方 の 違 い か ら友

達 とけ ん か を した こ と が

あ り ま す か 』 で は、 「よ

くあ る ・時 々 あ る」 と答

え た生 徒 が3割 程 度 で 、

考 え 方 の違 いか ら け ん か

を す る こと は少 な い 。

D.『 他 の 人 の よ い と こ ろ

を進 ん で 学 び と ろ う と し

ま す か 』 で は、7割 以 上

の生 徒 が 、 他 の 人 の よ い

と こ ろを学 び と ろ う と努

力 して い る。

〔対象生徒 第1学 年321名 、第2学 年333名 、第3学 年359名)(グ ラフ数字 は%)

A,学 校が終わってから、学校の友達と遊ぶこB .休 みの日に友達とでかけることがあります
か。とがあ ります か。

ない

余 りなし

時 々ある

よくあ る 余 りな し

C.考 え方の違 いか ら、友達 とけんかを した こ

とがありますか。

よ くある

時々ある

E.気 が合わな い友達 と同 じ班にな ったと き良

いところを認め、仲良 くしよ うと努 力 しま

すか。

努力 しな ㌧

努力する

ない

晧 々ある

くある

D.他 の入の良い ところを進んで学 びとろ うと

しますか。

しない

余 りしなし

ll寺々 す る

F.学 級 や班 の話 し合いで、 自分の意見 を百 っ

た り質 問 した りす ることがあ りますか。

ない よ くある

余 りなし

時 々あ る

E.『 気 の合 わ な い友 達 と同 じ班 に な った と き、 そ の友 達 の よ い と こ ろを 認 あ 、 仲 良 く しよ

う と努 力 します か 』 で は、7割 近 くの生 徒 が 、 友達 の よ い と こ ろを見 つ け、認 め よ う と努

力 して い る。

F.『 学 級 や班 の話 し合 い で 、 自分 の意 見 を言 った り、 質 問 を した りす る こ と が あ り ます か 』

で は、 「な い ・あ ま りな い」 と答 え た生 徒 が半 数 以 上 で、 話 し合 い の 中 で 、 自 分 の 意 見 を

言 った り質 問 を す る生 徒 は多 い と は言 え な い。
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G.『 ま わ り の 人 に 「～ しG・

な さ い 。」 と 、 言 わ れ て

か らす る こ とが あ り ま す

か 』 で は、 ま わ りの 人 に 余り拠

言 わ れ て か ら行 動 す る生

徒 が 、7割 以上 と多 くな っ

て い る。

H.『 自分 で は良 くな い と

思 って いて も、 友 達 と一

まわ りの人に 「～ しなさい。」 と言 われ て

か らす ることがあ ります。

ない

時 々あ る

あ る

H.日 分で は良 くないと思 っていて も、友達 と
一緒 にやって しま うことがあ りますか。

ない よくある

余 りない

時々あ る

緒 に や って しま うこ とが あ ります か 』 で は、半 数 以 上 の生 徒 が 、 「よ くあ る ・時 々 あ る 」

と答 え て い る。

ウ ア ンケ ー ト結 果 の考 察

ア ンケ ー トA・Bの 結 果 が示 す よ うに、 生 徒 は学 校 生 活 の 中 だ け で な く、放 課 後 や 休 日

な ど を利 用 し、 友 達 との交 流 の場 を多 く もって い る。 また 、 ア ンケー トD・Eの 結果 か ら、

友 人 関 係 に お い て 、友 達 の よ い と ころを 認 め、 学 び と ろ う とす る努 力 す る生 徒 が 多 い こ と

もわ か った 。

一 方
、 ア ンケ ー トC・Fの 結 果 に よ る と、 多 くの生 徒 が 、 自分 の考 え や 意 見 を は っ き り

と他 の人 に伝 え 、話 し合 いを進 め て い く こ とに積 極 的 で は な い こ とが わ か る。 そ の た め 、

自分 の考 え や意 見 を 交 わ し合 い 、 そ の違 い に よ って 友 達 と衝 突 す る こ と は あ ま りな い 。 こ

の こ と は、争 い ご とや トラ ブル を好 ま な い一 面 で もあ るが 、 互 い に傷 っ け合 うことを避 け、

親 密 な友 人 関係 を 築 いて いか な い点 で もあ る と言 え る。

この よ うに 、友 達 と遊 ぶ機 会 は多 く仲 よ くしよ う と努 力 して い るが 、 友 人 関係 は深 ま らず 、

表 面 的 な か か わ り合 い に と ど ま って い る。 ま た 、友 人 関 係 だ け で な く、 少 子 化 や 核 家 族 化

の傾 向 、地 域 社 会 との か か わ りの 少 な さな どか ら、現 在 の生徒 た ちの人間 関係 は希 薄 にな っ

て きて い る。 この よ うな状 況 の 中 で 、生 徒 が 自己 の よ さを知 り、他 の人 の よ さを 認 め な が

ら友 人 関 係 を 深 めて い く ことが 大 切 で あ る。

ま た 、 ア ンケ ー トF・G・Hの 結 果 か ら、 自分 で考 え判 断 し、行 動 す る こ とが 身 に つ い

て いな い生 徒 が 多 く、 自分 の考 え を もち、主 体 的 に行 動 す る生 徒 が少 な い と言 え る。 そ し

て 、 「よ くな い」 と思 って い て も友 達 と一 緒 に な って や って し ま う と い う規 範 意 識 の 弱 さ

が 感 じ られ る。 これ らは、 課 題 を 見 っ け、 自 ら解決 して い く態 度 が 、身 に つ いて い な い こ

との 現 れ で は な いか と考 え る。 そ して 、 その 原 因 と して成 長 過 程 で 自己 決 定 の場 面 が 十 分

に与 え られず 、指 示 さ れ る こ とを待 ち、 指 示 され て か ら動 くこ とに慣 れ て しま っ て い るか

らと考 え る。

ア ンケ ー トの結 果 よ り、教 師 は、 教 育 活 動 を 通 して 、生 徒 同士 が互 いの よ い と こ ろ を 認

め あ い 、 さ らに 、人 間関 係 を深 め て い くた め に も、 自分 の考 え や意 見 を 発 表 す る場 面 や グ

ル ー プ討 議 な ど の経 験 を 多 く与 え る必 要 が あ る。 ま た、主 体 的 に 行動 す る力 を 身 に つ け る

た め に は 、生 徒 自 ら課 題 を見 っ け 、解 決 して い く活動 の工 夫 が必 要 で あ る。
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(2)具 体 的な実 践例

ア 課題解決 的な学習 活動 を重視 した指導 の工夫 選択保 健体育 「柔道 」一一

(ア)ね らい

① 自分 の体型 や運動 への適性 を考 え させ ることによ り自己理解を促す。

② 個人 目標 であ る 「新 しい技 を覚 え る」学習活動 を繰 り返す ことで、主体的 に課題 を解 決

す る態度 を養 わせ る。

③ グループ目標 であ る 「お互 いに技 を教 え合 う」 ことにより、相互理 解を深 あ人間関 係 を

良好 にさせ る。

(-r)指 導 の工夫

① 自分 の体型 や運動へ の適性を分析 させ るたあに資料 を個々 に指示 しその内容 にそ って 自

分が学習す る技 を選択 させ た。

② 課題解決的 な学習活動を 円滑 に展開 させ るために個別学 習 とグループ学 習の2っ の学 習

活動の場を設定 し、 それぞれ の目標を明確 に した。

③ 生 徒一 人一人の興味 ・関心を生かす支援 ・助言 を行 った。

④ 学 習 カー ドにより生徒 自身 に学習活動 を評価 させた。

㈲ 学 習の流れ

年 間計画の中 に3時 間、学習形態 と学習活動を課題解決 的な学習活動 に即 した内容 で展 開

させ た。(7・8・9時 限 目の3時 間)

7時 限 目…… グループづ くり 目標 ・学習形態 ・資料 の活用法 ・学 習 カー ドの説明

目標達成 に向 けて の課題解決的 な学習活動 。

8時 限 目……指示 した資料を工夫す ることにより、個 人 目標 な らびに グループ目標達 成 に

向 け課題解決的 な学習活動 の展開。

9時 限 目…… グループ学習 の形態を工夫す ることによ り、 グル ープ 目標達成 に向 け課 題解

決的 な学習活動 の深化。

W評 価 の工夫

学 習 カー ド(資 料 一1)を 用 い生徒一 人 〔資料 一1・ 学 習 カー ド・評価項 目〕

一 人がね らいを達成 で きるよ う評価項 目を

工 夫 した。

㈲ 考 察 とま とめ

課題解決的 な学習活動 を重視 した指導 を

選択 保健体育を通 して実践 した。 この実 践

にお いて(ア)のね らいを① ・② ・③ につ いて

以下 にま とめる。

① 自分 の体型 や運動へ の適性 を考 え させ

ることによ り自己理解 を促す ことにっ い

て は、生徒 に提示 した資料 を工夫 した。

(資 料 一2)で 体型 を分類 させ、(資 料 一

3)に よ り自 らの運動 の特性を判断させ、

0 目標を もって取 り組 む ことがで きま したか。

0 資料を有効にっかえま したか。

③ 先生 に積極的に質問ができましたか。

④ 新 しい技を覚えましたか。

0 自分の得意技ができましたか。

⑥ 友達か ら何か教えてもらいましたか。

0 友達に何か教えてあげ られましたか。

⑧ 乱 どりで相手 に技がかけられましたか。

OO グループで協 力 して取 り組 め ま したか。

⑩ 安全に練習できましたか。
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自分 の適 性 に合 った技 を選択 させ た。

この よ う に個 々の技 へ の適 性 を 明 確

に し、課 題 解 決 的 な 学 習 活 動 を 展 開

させ た こ とで 自 己理 解 を 促 す と と も

に 、学 習 活 動 へ の興 味 ・関 心 を 高 め

る こ とが で き た と考 え る。

この こ と は学 習 カ ー ドの評 価 項 目

② ・⑤ の 回 答 が7・8・9時 限 と進

む にっれて上昇 している ことで わか る。

*以 下 の 表 の数 値 は、 学 習 カ ー ドの

「よ くで きた 」 ・ 「で き た」 の合 計

数 を%で 示 して い る。

資料2 資料3

体 重 腕力がある 腰 にバ ネがあ る 足の動きが速い

軽 中 重
了 技

(て わざ)

腰 技

(こ しわざ)

足 技

(あ しわざ)

ー

身

長

低 ア イ ウ ア o ⑧ ⑫ ⑬

中 工 オ カ イ OO ⑧ ⑭

高 キ ク ケ

①背負い投け ② 本背負い投げ ④肩車 ⑧はね腰

⑫人内刈 り ⑬出足払い ⑭人外刈り

7時 限目 8時 限目 9時 限目

項 目② 資料を有効 に使え ま したか。 76% 92 92

項 目⑤ 自分 の得意技がで きま したか。 56% 72 iii

② 個別学習 の場 で 「新 しい技 を覚 え る」 ことを目標 に掲 げたが、 この学習 では教 師が提 示

した資料 に基づ き個々 に技を選択 させ、 自らの学習活動 によ り技 を習得 させ るよ う試 み た

(こ の際、友達 に相談せ ず 自分 自身で技 を習得す ることを条件 とした)。 この結 果、生 徒一

人一 人に 「新 しい技を覚え る」 という課題解決 的な学習活動 が様 々な形 で見 られた。

この学 習活動 と関連性が ある評価項 目④ で は、以下 のよ うに高 い数値 で推移 して いる。

7時 限目 8時 限目 9時 限目

項 目④ 新 しい技 を覚 え ま したか。 88% 92 iiii

③ グループ学 習の場 で 「お互 いに技 を教 え合 う」 ことにっ いて は、7・8時 限 目は5人1

組 の好 きな もの同士 によ って グループ学習 を展開 させ た。理 由 は現在あ る人間関 係 を優 先

させ ることで 「お互 いに技 を教 え合 う」学習活動が よ り円滑 に進むであ ろ うと考 え たか ら

で ある。 しか し、以下 の学習 カー ド評価項 目⑥ ・⑦か らもわか るよ うに7時 限 目か ら8時

限 目にか けて は、他の学習 カー ドの評 価項 目に比べて値 が低 く、 ね らいを達成 す る上 で必

ず しも有効 なグループ分 けにはな らなか った。

7時 限目 8時 限目 9時 限目

項 目⑥ 友達 か ら何か教 えて もらいま したか。 ・:' 76 88%

項 目⑦ 友達 に何か教えて あげ られ ま したか。 64 60% 84%

そ こで、9時 限 目で は同 じ得意技毎 に グループを再編成す る工 夫を行 った。 その理 由 は
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同一の技で グループを分類 す ることで以下 の点 で効果的 であると考え たか らであ る。

・互 いの技 に共通性 があ るので 「お互 いに教え合 う」 ことが 円滑 に進む
。

・得意技が 同一 であ るため、興味 ・関心 が高 ま り研究心が向上す る。

・新 たな人間関係 が生 まれ る。

この工夫 は、8時 限 目か ら9時 限 目にかけて数値が上昇 して いるよ うにね らいを達 成 す

る上で効果 があ った。

④ まとめ

生活指導を進 め る上 では、全 ての教科 ・領域で 「生徒 たちに主 体的 に考え させ る場(自

己決定の場)」 を多 く与 え ることが大切 であ る。その ことを通 し生 徒 自 らが 自 己指 導 の力

を は ぐくみ、高 あて行 くことのできる指導が なされ なければな らな い。

これ らの こ とを踏 まえ て課題解決的 な学習活動 を より効果 的に展 開す るに は以下 の点 を

考 慮 しなければな らない ことがわか った。

・生 徒個 々の特性を教師 が十分理解す ること。

・生 徒 自身が 自己の特性 を十分理解す ること。

・生徒 自身の 目標(課 題)設 定が妥 当であ ること。

・生徒 に意 欲が促進 す る支援 ・評価 を繰 り返 し行 うこと。

(カ)評 価 カー ドを用 いた授 業の実証 一 選択 技術 ・家庭 「木材加工 」

課題解決 的な学 習活動 を重視 した指導 を選択技術 「木材加工」 の授業 を通 して実践 す る

なかで、特 にグル ープでの活動 に注 目をお き、実 習 ・評価 カー ドか ら得 た結 果を もとに以

下 にま とめ る。

実習 目標 や実 習の課題 にっ いて は、本 時の は じめに グループで話合 わせて決定 させ た。

そ して、3人 を1グ ループ と して互 いに意志疎通 しやす い環境 を決定 し、生徒相 互 の協 力

や援助 の大切 さを意識 させた上 で実 習を展開 させ た。評価 ・実習 カー ドの項 目2、3の 結

果 よ り、 グループでの実 習 目標 や実習 の課題 が達成 されたと自己評価 した生徒 は7割 程 度

あった。 これは、 目標 や課題 を達成 す るために、生徒相互 の教 え合 いや援助 、協 力 が いか

に大切で あ るか とい う認識 を深 め させた ことを示 した。 また、項 目6の 結果 よ り、5割 以

上 の生徒 が他 の人 の意見 や言葉 を実習 の参考 に してお り、主体的 に他者か ら学 ぼ うとす る

姿勢 や意欲 が高 か った ことを示 した。

このよ うに、評価 カー ドの結果か ら、生徒相互 の協力や援 助 の場 面を多 く設定 で きる よ

うな学習形態 や評価 の工夫 をす る ことで、生徒の相互理 解を深 めさせ、豊 か な人 間 関係 を

形成 しは ぐくむ うえで有効 であ ったことが言え る。

(実 習 ・評価 カー ドの集計結果)

自 己 評 価 項 目 A十 1 C一

2.グ ル ー プ で の実 習 目標 は達 成 され ま した か。 75% 21% 4%

3.今 日 の実 習 で そ の課 題 が達 成 され ま した か。 62% 27% 11%

6.他 の人 の意 見 や言 葉 を実 習 の参 考 に しま したか 。 52% 42% 6%

A・ で き た 、 し たB・ ど ち ら で も な いC・ で き な い 、 し な い
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イ 発表活動 を通 した生徒相互 の評価 の工夫 一一理 科 一一

切 単元名 と小単元 名

① 単元名 …科学 変化 とイオ ン ② 小単元名 …酸 ・アルカ リ・塩

(イ)小 単元 の内容

① 酸性 の水溶液 とアルカ リ性の水溶 液…3時 間

② 酸 とアルカ リの反応4時 間

③ 中和反応 の ときの酸 とアルカ リの量 …4時 間(本 研究 におけ る実践例)

(ウ)ね らい

① 他人 が理解 で きるよ うに 自分 の考 えを表現 ・発表で きる力を養 う。

② 他 の人 の発表を聞 き、他 の人 のよさを理解 しよ うとす る態度 を育 成す る。

W指 導 の工夫

① 〈学 習 目標〉 〈実験の 目標〉 〈発表場面 での目標〉 〈自分で考 えた目標〉を記入 させ、

目標を もって活動 させ るよ う工夫 した。

② 「個人 の 目標一 覧」を作成 し、班 の中で 目標 を発表 させ る ことを通 して 、 他 の人 が ど

のよ うな目標 を もって活動 しいるのか を周知 させた。

③ 一人一人 が発表す る場 を設定 した。

④ 他 の人 の発 表を聞 き、お互 いに評価す る場を設定 した。

⑤ 「自己の 目標 の設定」「発表原稿 ・モデル図 の作成」「他 の人 の発表 の評 価」「発表代表

者 の選 出」等、 自己決定の場面 を多 く設定 した。

㈲ 学 習の流れ

第1時

第2時

第3時(本 時)

第4時

(カ)第3時 の展 開

・目標の提示 と設 定

・実験 「申和 のときの酸 とアルカ リの水溶液 の体積 を比べ る」

・実験結果 をま とある。実験班 ごとに結 果を発表 す る。

・実験結果 を もとに 「酸性 の水溶液 とアルカ リ性 の水溶液 を混合 す る

場 合 どの ような ときに中性 となるか」 を考え る。

・自分の考 えを発表す るたあの発表原稿 とモデル図 を作成す る。

・各班(生 活班)ご との発 表会 。発表代表者 の選 出。

・発表代表者 の発表。発 表活動 の評価 。ま とめの学 習。

導

入

学 習 活 動

・本 時 の ね らい に っ い て の説 明 を聞 く。

・ 「個 人 の 目標一 覧 」 を受 け と り、他 の人

(特 に同 じ班 の 人)の 目標 を知 る。

・発 表 会 につ いて の説 明 を 聞 く。

指導上の留意点 ・工夫

○聞 いてい る人が理解 で きるよ うに

自分の考えを発表す る。他の人の

発表 のよいと ころを見 つ ける。 こ

れ ら2っ が本時 のね らいであ る。

○一覧表 と 「発表評価用紙 」を配布

す る。

○班 ごとに机 を合 わせ、発表者 の席

を設定す る。司会 は班 長が行 う。
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展

開

ま

と

あ

・各 班(生 活 班)ご とに発 表 会 をす る。

・一 人 一 人 、 モ デ ル 図 を見 せ な が ら発 表 を す

る。

・一 人 の発 表 が終 わ る ご とに 「発 表 評 価 用 紙 」

に記 入 す る。

・班 ごとに発表代表者 を一人選 出す る。

・発表代表者 が決 まった ら
、班長 は代表者 の

名前 を板書 す る。

・次 回の発表 会の説 明を聞 く。

○実験結果を もとに 「酸性 の水溶液

とアル カ リ性 の水 溶液を混合す る

場 合、 どのよ うな ときに中性 とな

るか」 をモデル図 を用 いなが ら発

表す る(発 表原稿 とモデル図 は事

前 に作成 してあ る)。

○発表 会が終 わ った ら班長 に発表代

表者推 せん用紙 を渡 す。

○全部 の班 の発表代表者 が決定 した

ら、教 師が全員 に紹介す る。

○次回 は、発表代表者 の発表 を学 級

全員 に聞かせ る。

○班 の代表者 の発表 を聞 いて、「発

表 のよい ところ」 を見っ け、 自分

の考 え と比較検討す るよ うに指 導

す る。

㈲ 評価 の工夫

① 他 の人 の発 表の評 価 を

「発 表評 価 用紙」 に記 入

させた。また、発表 の よ

か った ところを積極 的 に

見 っけ るよ う指導 し、 よ

か った ところを記入 させ

た。

② 「評 価 カー ド」 に、 目

標 が達成 されたか ど うか

を記入 させた。

(ク)考 察 とま とあ

① 発表原稿 とモデル図 の

作成 に多 くの時 間 をか け

発 表 評 価 用紙(r化 学変化 とイオ ン』のまとめ学習)

発表者 記入者

発表
の

内容

1.自 分の考 えをわか りやす く説明 しているか。

2.自 分の考 えをわか りやす くモデル図 に表 しているか。

3,モ デル図に工夫 がされているか。

発表
の

仕方

4.大 きな声で、歯切 れよ く話 す ことがで きたか。

5,聞 いている人 の方 を向いて堂 々と話す ことが できたか。

6.間 を上手に とり、時間 を有効 に使 って話 すことがで きたか。

発表 のよか ったところ

Aと てもよい Bよ いCも う少 し

て い た こ とか ら、 自分 の考 え て い る こ とを他 の人 にわ か りや す く適 切 に伝 え よ う とす る

意 欲 が感 じられ た 。

② 生 徒 の記 入 した 「発 表 評 価 用 紙 」 や 「評 価 カ ー ド」 か ら、 他 の 人 の発 表 の よ い と こ ろ

を積 極 的 に評 価 す る生 徒 が多 くい る こ とが わか っ た。(例:原 文 の ま ま)

・わか りやす い文 章 、歯 切 れ の よ い文 章 だ った。 よ くま と めて あ って 聞 いて い て も何 の

実 験 結 果 か とい う こ とが わ か った。
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・文 の 途 中 で問 題 提 示 を

して い る と こ ろが い い

と思 う。 文 と図 が 流 れ

にそ って よ くあ って い

て よか った。

・図 の色 づ か い が よ く、

ビー カ ー が大 き く書 い

て い る の で わ か りや す

い。 ゆ っ く り と話 して

い る の で とて も聞 き や

す い 。

以 上 の こ とか ら、 他 の

人 の発 表 を真 剣 に聞 き 、

発 表 内容 や発 表 の よ い と

ころ を と らえ よ う とす る

姿 勢 が見 られ る こ とが わ

か った 。

③ 生 徒 の記 入 した 「評 価

カ ー ド」 か ら次 の こ と が

わ か った 。

・ 〈実 験 の 目標 〉 の 達 成

率 は、88.2%で あ った

(A良 くで き たBで

きた に ○ の つ い て い る

評 価 カ ー ド(『化学変化とイオン』のまとめ学習)

3年 組 番 実纏 生瀦 名前

O目 標 を達成 す るこ とが で きたか考 え てみ ま しょ う。

テ ス トで はあ りませ ん ので、 自分 の考 え た とお り

答 え て くだ さい。 この評 価を これか らの学 習に生

か してい き ま しょ う。

〈実 験 の 目標>

1.先 生 の説 明 を きいて 、 きちん と実験 をす る こと

が で きま したか(阿喋厳 して帖 の楠 からな(rcbiうtiこと拠 く、

見適しを立てて実験することNth#Ltd)0

2.結 果 を予想 しなが ら実 験す る こ とが で きま した

か。

3.実 験 器具 を正 しく扱 って実験 す る ことが で きま

した か。

4.き ちん と記 録 を とりな が ら実 験 す るこ とが で き

ま したか。

5.実 験 の後始 末 を きちん とす る ことがで きま した

か。

〈発表 場 面で の 目標>

1.自 分 の考 えを適 切 に文章 に表 す こ とが で きま し

たか。

2.自 分 の考 えを わか りや す くモデル 図 に表 す こ と

が で きま したか。

3.聞 い てい る人が理 解 で きる よ うに、 自分 の考 え

を発表す る ことが で き ま した か。

4.他 の人 の考 えを聞 い て、 自分 の考 えにつ いて も

う一度考 え てみ る ことが で きま したか。

5.他 の人 の発 表の よ い ところを 見っ け るこ とが で

きま したか 。

〈自分 で考 え た 目標 〉

自分 で考 えた 目標 は達成 す る ことが で きま したか 。

良

く

で

き

た

で

き

た

で
き

な

か

つ
た

あ

ま

り

で
き

な

か

つ
た

tABCD)

{ABCD)

cnacD)

cnacD>

{ABCD)

{ABCd)

(ABCB)

{ABCD)

tosco>

(ABCD)

{ABCD)

項 目の 割 合 、 以 下 同 じ)。

・ 〈発 表 場 面 で の 目標 〉 の項 目の達 成 率 は、71.8%で あ った 。

・ 〈自分 で考 え た 目標 〉 が達 成 で き た と答 え た生 徒 は33名 中28名 で あ った 。

これ らの こ とか ら、 生 徒 た ち は今 回 の学 習活 動 に お い て 、 お お む ね 目標 を 達 成 す る こ

とが で きた と考 え て い る ことが わ か っ た。

④ ま とめ

・発表 原 稿 の書 き方 の指 導 、 モ デ ル図 の描 き方 の指 導 、発 表 の仕 方 の指 導 等 の 発 表 に つ

いて の 指 導 を行 う こ とに よ って 、 他 の人 が理 解 で き る よ うに 自分 の考 え を 表 現 ・発 表

で き る力 を 養 うこ とが で き る こ とが わか った 。

・発 表 を 聞 くと きの観 点 を指 導 す る こ とで、 評 価 用 紙 を 工 夫 す る こ と に よ って 、他 の 人

の発 表 を 聞 き、 他 の 人 の よ さを理 解 しよ うとす る態 度 を育 成 す る ことが で き る こ と が

わか っ た。
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5.研 究 のま とめ と今後の課題

(1)研 究 の まとあ

① 「課題解決 的な学 習活動 を重視 した指導 の工夫」 につ いて

ア 個 々の能力 に応 じた取 り組 みを行 い、学習活動への興味 。関心 を高め るには、 自己理解

に基づ いた自己の適性 や活動 の特性を理解 した目標や課題 を設 定す ることが大切 であ る。

イ 物事を深 く考 え主体的 に解決 しよ うとす る能力を養 うたあには、生 徒個 々の能力 に応 じ

た目標設定 や参考 とな る資料準備等、生徒一人一人 の課題や 目標 に応 じて教師 が支援 す る

ことが大切 であ る。

ウ 生徒が相互理解 を深 め課題解決的 な学習を展開す るためには、互 いに教え合 い、協 力 し

合 って人間関係 が深 まるよ う、 グループ学習等を学習形態の工 夫す ることが大切 であ る。

② 「発表活動 を通 した生徒相互 の評価の工夫」 につ いて

ア 発表活動 に対 して生徒 が目的意識を もって、積極 的 に取 り組 むため には、生徒一 人一 人

が 目標を もっ ことやその目標 が事前 に学級全体 に周知 され るよ うに学 習を展開す る ことが

大切で ある。

イ 自分 と他 の人 との関 わ りを深 あるためには、他の人が理解で きるよ うに自分 の考 えを ま

とめ、表現 で きるよ うに、発表形態 ・方法を工夫す ることが大切であ る。

ウ 他 の人 のよい考 えを取 り入 れ、理解 しよ うとす る態度が よ り高 まるためには、評価 カ ー

ドの活用等 を通 して他 の人 の発表 のよさを相互評価す るなどの工夫が必要 である。

③ ま とめ

生徒一人一 人が興 味 ・関心 を生 か し、個性 を発揮 して学習活動 に取 り組 むために は、 生

徒 が主体的 に課題 を とらえ解決 してい く学習活動 を展開す る とと もに、互 いのよ さを認 め

合 う場 の設定 を工夫 してい くことが大切 であ る。

そのためには、様 々な教育活動 の中に、生徒 自身 が自己決定 し、生活指導 に必 要 な 自己

指導 の力が身 に付 くよ う、学習指導 の展開 を工夫す る ことが求 め られて いる。 そ うす る こ

とによ って 、生徒相互 の人間関係 を深 め、社会 に適応 できる資質 の育成 に もっ な が る こと

になる。

(2)今 後 の課題

① 課題解決的 な学 習活動 の推進 にっいては、各教科 ・領域 の単元や教材 の内容 ・方法等、

教科 ・領域 の特性 に応 じた在 り方 にっいて、 さらに研究を深 ある必要が ある。

② 生徒 が課題解決 的な学習 を展 開 してい くためには、教師 の生徒理解を一層深 めることが、

よ りよい支援 とな る。

③ 各教科 ・領域 の学習 だけでな く、 日常 の教育活動 の中 に、生徒が主体的 に発表 で き る場

を意図的:計 画 的に設定 して い くための工夫 を図 る ことが大切で ある。
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